
3. 非公開の「フェードアウト計画」
　大手発電事業者には2030年に向け、毎年度「フェードア
ウト計画（2024年頃「火力脱炭素計画」と名称変更）」の提出が求
められています。資源エネルギー庁が公表している集計結
果（基本政策分科会資料）では、非効率石炭火力の発電量が
2019年の1,161億kWhから2030年に397億kWhへ減少す
るとありますが、事業者の計画は非公開で、客観的な検証が
できません。
　一方、OCCTOの供給計画では2034年に石炭が現状と変
わらず電源構成の約3割を占める見通しで、実際にはほとん
ど減らない状況です*。
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出典：経産省資料より、JBC作成

*気候ネットワーク電力広域的運営推進機関の供給計画とりまとめ分析より
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「非効率石炭火力」に対する3つの対応
　日本には、100基以上の「非効率石炭火力」があります。政
府は2021年3月、「非効率石炭火力のフェードアウト」に向け、
図表1にある3つの制度的対応を示し、非効率石炭の比率を
下げる方針を掲げました。「非効率石炭火力のフェードアウト」
の方針は、第5次以降の「エネルギー基本計画」に位置付け
られてきましたが、これらはいずれも削減につながる実効的な
規制・誘導にはなっていません。その理由を見ていきます。

1．「高効率化」を促す省エネ法
　省エネ法では、2030年までに事業者単位で石炭火力の発
電効率を43％以上とするベンチマークや火力発電の効率水準
を評価するベンチマーク指標（A指標・B指標）が設けられていま
す。ただし、バイオマスや副生物、アンモニアを混焼すると発
電効率が高く補正されます。つまり、実質的には非効率石炭
火力の「高効率化」を見せかける仕組みであり、削減を義務
づける規制ではありません。

2．「容量市場」で非効率石炭火力を買い支え
　4年後の供給力を確保する「容量市場」では石炭火力も
対象です。非効率石炭火力は「設計効率42％未満」と定義
され、落札した場合は設備利用率を50％以下に抑えないと
ペナルティが課されます。しかし、電力広域的運営推進機関
（OCCTO）によると2024年度の石炭火力全体の設備利用率
は57.1％で、非効率石炭は平均以下の稼働と考えられるた

図表1 非効率石炭火力フェードアウトに向けた対応

進国には2030年までの石炭火力「フェー
ズアウト」が求められています。しかし

一方で、日本が掲げるのは「非効率石炭火力の
フェードアウト」です。似て非なるこの方針は、亜
臨界圧や超臨界圧といった効率の低い石炭火力
のみを徐々に減らすという、日本独自の概念です。

先
め、「50％以下」では抑止力になりません。
　実際、容量市場では非効率石炭火力が多数落札され、
2025年度には応札した527万kWがすべて落札されました。
結果として毎年数百億円が支払われ、非効率石炭火力が「供
給力」として温存されています。

図表2　石炭火力の発電効率・発電方式別の分布

出典：経産省資料より（大手電力の2019年度の発電効率実績の集計データ）

図表3 容量市場における非効率石炭火力の応札容量
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「非効率石炭火力の
フェードアウト」は政府の約束

そのための「措置」は、実質的な
削減につながらない抜け穴だらけ
で事業者の計画も非公開

政府の約束を守るためにも、
まずは「非効率石炭火力」の
ゼロに向けた取り組みが不可欠

ここがポイント

全国の「非効率石炭火力」
　現在、日本には廃止していないSub-CやSCの
発電所は、この図のとおり全国に125基（約2,500

万kW）あります。「非効率石炭火力のフェードアウ
ト」の約束を守るには、これらの発電所をまず止め
る必要があります。

全国の「非効率石炭火力」マップ（2026年2月現在）

亜臨界（Sub-C）

超臨界（SC）
日本製紙
釧路工場 ●●

釧路火力発電所
釧路 ●

北海道電力
苫東厚真 ●● 

日本製鉄
室蘭製鐵所 ●

三菱製紙
八戸工場 ●

日本製鉄
釡石製鐵所 ●

仙台パワーステーション
仙台 ●

日本製紙
岩沼工場 ●●相馬共同火力

新地 ●● 

日本製鉄
鹿嶋製鐵所 ●

日本製鉄
東海共同 ●

日本製鉄
広畑製鐵所 ●●

かみすパワー
神栖 ●太平洋セメント

埼玉工場 ●

名南共同エネルギー
知多 ●

JERA
碧南 ●●

中山名古屋共同
武豊 ●●

電源開発
高砂 ●●

電源開発
竹原 ● 

電源開発
石川 ●● 

沖縄電力
具志川 ●● 

沖縄電力
金武 ●● 

電源開発
松浦 ● 

電源開発
松島 ● 

丸住製紙
大江工場 ●●●住友大阪セメント

高知工場 ●●

住友大阪セメント
赤穂工場 ●

三菱ケミカル
広島事業所 ●

ダイセル大竹産業
大竹工場 ●●

日本製紙
岩国工場 ●

日本製紙
八代工場 ●

日鉄ステンレス
山口製造所 ●●

日鉄製鉄
九州製鐵所 ●

王子マテリア
大分工場 ●●

旭化成エヌエスエネルギー
延岡 ●●

中国電力
西条 ●

住友共同電力
新居浜東 ●●
新居浜西 ●●●
壬生川 ●

大王製紙
三島工場 ●●●●●

MC塩浜エネルギーサービス
四日市 ●

コベルコパワー神戸
神戸 ●●

常磐共同火力
勿来 ●●● 

クレハ
いわき事業所 ●

相馬エネルギーパーク
相馬石炭・バイオマス ●

王子マテリア
名寄 ●●

北海道電力
砂川 ●●
奈井江 ●●

太平洋セメント
上磯工場 ● 

酒田共同火力
酒田 ●● 

東北電力
能代 ● 

糸魚川発電
糸魚川 ● 

北陸電力
富山新港 ●● 

北陸電力
敦賀 ● 

水島エネルギーセンター
水島MZ ●

中国電力
大崎 ●

中国電力
新小野田 ●● 

九州電力
松浦 ● 

九州電力
苓北 ● 

MCMエネルギーサービス
エネルギーセンター ●●

海田バイオマスパワー
海田 ●

トクヤマ
徳山製造所 ●●●●●

東ソー
南陽事業所 ●●●●

UBE
伊佐セメント工場 ●

エネルギア・パワー山口
防府バイオマス ●

エネクス電力
防府エネルギーサービス ●●●

MCMエネルギーサービス
防府西浦 ●

響灘エネルギーパーク
ひびき灘・バイオマス ●

響灘火力
北九州 ●

九州共同
戸畑共同 ●●●

三菱マテリアル
九州工場 ●●

三池火力
大牟田 ●

UBE
宇部 ●●

レンゴー
金津工場 ●● 

日本製紙
石巻工場 ●
雲雀野 ●
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そもそも先進国は2030年までに
全石炭のフェーズアウトが必要

発電方式 発電効率

亜臨界圧（Sub-C） 38％以下

超臨界圧（SC） 38～40％程度

超々臨界圧（USC） 41～43％程度

石炭ガス化（IGCC） 55％程度

図表4 石炭火力の発電方式と発電効率
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出典：経産省資料より、JBC作成


